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■失踪者リストの追加・訂正

公開希望の方で 日に発表されたリストから漏れていた方がありました。お詫びして30
追加致します。なお、この樹下さんも他の方々と同様拉致の可能性を完全には排除できな

いという段階ですので予めご理解下さい。

氏名 樹下秋男（きのした あきお）

性別 男性

生年月日 昭和 年( ） 月 日11 1936 10 8
失踪日 昭和 年( ） 月 日 当時 歳30 1955 4 7 18
当時の住所 京都市内

当時の職業 製麺所の住み込み店員

身長 ～ センチ位164 5
失踪の状況 勤務先に「実家に行ってくる」との書き置きを残して失踪。実際には実家に

は行っていない。以後全く情報なし。

※報道関係者等でご家族とコンタクトしたい方、写真のご入り用な方には連絡先をお知ら

せしますのでお名前・所属・使用目的を記載の上「樹下さん連絡先通知希望 「樹下さ」

ん写真送信希望」と書いてこのメールへの返信でご連絡下さい。



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.6.7
■加藤久美子さん、古川了子さんの対応について調査会から救う会に要請

本日午後、東京港区の友愛会館で開催された救う会全国協議会幹事会で、荒木代表より

佐藤勝巳全国協議会会長に下記の要請を行いました。これを受けて幹事会では 人を拉致2
被害者のリストに加えることを決定しましたのでお知らせします。

平成 年 月 日15 6 7
北朝鮮に拉致された日本人を

救出するための全国協議会

会長 佐藤勝巳殿

特定失踪者問題調査会

代表 荒木和博

加藤久美子さん、古川了子さんの拉致被害者としての対応のお願いについて

拝啓、事態急進展の中、皆様の精力的な活動に心より敬意を表します。

さて、私共は拉致の可能性のある失踪事件の調査を続ける過程で拉致事件が極めて広範

囲に行われたものであることを実感しており、現在法律家の会とも連携しながら一刻も早

い真相究明を行うべく微力ながら努力を続けております。現在まで私共が入手した失踪者

情報は人数にして 人余にのぼり、このうち 人余が公開されております。330 140
私どもが失踪者として公開している方々のうち、ご案内の通り昭和 年に北九州市で45
失踪した加藤久美子さんと昭和 年に市原市で失踪した古川了子さんについては安明進48
氏の詳細な証言があり、拉致事件と認定してさしつかえないものと考えます。私どもは今

後もさらに日本国内での 人の足取りや関係者の割り出しなどの努力を行ってまいります2
が、北朝鮮にいることが確実である以上、救う会としても寺越昭二さん、外雄さん、武志

さん、福留貴美子さん、小住健蔵さん、田中実さんらと同様拉致被害者のリストに加えて

いただき、政府に対しても拉致認定を求めていただきたくお願い申し上げます。

人の状況などについては 月 日の全国協議会幹事会に提出した通りですが念のた2 3 30
め概略を別紙の通り添付します。

敬具

（別紙）加藤久美子さん、古川了子さんについて

加藤久美子さん（昭和 年生・昭和 年 月 日失踪）23-1948 45-1970 8 8
・ 朝、妹と一緒に北九州市の家を出て 分くらい離れた旧西鉄路面電車の大倉電停で別10
れる。その後消息不明。いつも通りの服装であった。週末に編み物の先生とお茶会に行く

ので着物を出しておいてという話をしていた。

＜安氏のコメント＞

、 。1988 90～ 年 金正日政治軍事大学内で横田めぐみさんと一緒にいた女性だと確信する
当時年齢が 代中盤以後に見え、パーマをかけていて特別な印象の着衣はなかったと記30
憶している。



それより正確に言えば当時彼女達を見たとき写真の女性よりは横田めぐみさんにより関

心があり、彼女だけを見ていたので写真の女性については特別な関心はなかった。しかし

横田めぐみさんに関心を持って眺めるとき十余回も横田めぐみさんと並んで座って話をし

ていたのが記憶に残っている。当時彼女は センチ以下の身長だったと記憶している。158
彼女の職業はもちろん横田めぐみさんをはじめとする大学内の他の日本人と同様で対日工

作員に日本語を教える日本語教官だった。

古川了子さん（昭和 年 月 日生・昭和 年 月 日失踪）30-1955 1 1 48-1973 7 7
・当日午前中に美容院に行って午後から母親と浴衣を買いに行く予定をしていた。了子さ

んは母親が知らない間に家を出ていたが、美容院に了子さんからＴＥＬがあり『今日の美

容院はキャンセルしたい出かけるところができたのでうちの母親に浴衣を買いに行けなく

なったと伝えて下さい』と言った。それ以来行方不明。平成 年 月６日、姉の竹下珠14 12
路さんが訪韓し安明進氏と面会。安氏は竹下さんを見て自分の見た女性が古川さんである

との確信を強めた。

＜当時の状況について昨年 月に安氏から聴取した内容＞12
年の 月ごろ、時間は５～６時頃だったと記憶している。当時自分は 病院に1991 9 915

入院していた。 病院とは朝鮮労働党作戦部に所属する病院で、工作員や被拉致者など915
100の治療をするだけでなく 麻薬や毒薬の製造や改良も行うところである 敷地の中には、 。

～ の施設があった。場所は平壌北方、順安空港から平壌市内に向かう道から キロも150 1
離れていない。

安氏はこの日、退屈なので練習用の通信器材を持ってきて練習しようと、約 キロ離れ6
た学校（金正日政治軍事大学）まで歩いて行った。途中病院の道を通っていくと見つかる

可能性があると思い、道のないところを通って行った。そこから通常の道を渡って政治軍

事大学の方に行こうとしたとき、木の陰にいた古川さんと思われる女性に見られた。あと

で通報されるといけないと思い、通報しないように頼もうと思って後ろをつけて行って声

をかけた。向き合っていたのは 分位だったと記憶している。自分の言葉にうなずいたり5
していたが、朝鮮語を理解していないようにも見えた。自分が姿を記憶していたのは金正

日政治軍事大学にいたのがほとんど男性で、女性に対しては関心が強かったから。

その女性は入院患者が着る服を着ていた。病院の夕食時間は７～８時だから、おそらく

中央病棟に治療に来た帰りではないかと思う。食堂は共通だが食べる場所は厳格に区別さ

れており、お互いが顔を合わせることはない。日本人のいた病棟と自分のいた病棟の距離

は ～ メートルで、建物は見えたが人は見えなかった。道は大きく迂回して通って200 300
いた。後で看護婦に聞いたら、彼女が日本人で、胃潰瘍で入院していると言っていた。日

本人化のための教員であれば、学生に普段接しているから対応にはなれているはずだが、

そうは見えなかった。北朝鮮では 年代から 年代にかけて 「日本革命」をめざした60 70 、

ことがあり 「日本人村」を作ったことがあった。そこにいたのかも知れない。、
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■メールニュースの整理について

現在このメールニュースは約 個所に送付しておりますが送付したメールのうち1900
個所程度が届かずに戻ってきています。おそらくアドレス変更などをされたときに残200
ってしまったものと思われますが、件数が増えますと外で送る場合非常に時間がかかりま

す。機会を見てできるだけ削っていきたいと思いますので、ニュースをご不要の方は遠慮

なく御連絡下さい。もちろん、お読みになりたい方はこれからも追加をしてまいります。

■氏名の変更

失踪者として発表している札幌市の阿部妙子さんについて、通常周囲の方に対してご本

人が「山田妙子」としていたことが分かりました。少しでも情報を集めやすくするため、

今後は当会でも「山田」姓を使わせていただきます。ご了承賜りますようお願いします。

■参考情報

若干宣伝めいた話で恐縮です。当会代表の荒木が編集を担当しております月刊『海外事

情 （拓殖大学海外事情研究所発行） 月号「特集 混迷する朝鮮半島情勢」には元工作』 6
「 『 』 」 。員の安明進氏が 北朝鮮工作機関 三号庁舎 の沿革と現状 と題し特別寄稿しています

拉致問題が中心ではありませんが、北朝鮮の工作活動がどのような仕組みで行われている

のかを知るのに貴重な論文ですので、興味のある方はぜひご覧下さい。安氏以外の寄稿者

は白善ヨプ元韓国陸軍参謀総長（同じく特別寄稿 、黒田勝弘産経新聞ソウル支局長、玉）

城素現代コリア研究所理事長、下條正男拓殖大学教授です。拉致をテーマとした論文はあ

りませんが、白・玉城論文を読むと北朝鮮がなぜ日常的に拉致をやるに至ったのか、その

バックボーンを理解することができると思います。

お問い合わせは拓殖大学研究所事務課までお願いします（直通 ）03-3947-7597



<<<<<<<<調査会ニュース>>>>>>( )2003.6.22 Vol.27
■訪韓について

すでに報道や救う会のメールニュースなどでご存知と思いますが、明日 日から家族23
、 、 、 。 。会 拉致議連 救う会 調査会の代表が訪韓します 調査会からは代表荒木が参加します

今回の訪韓は韓国の拉致被害者家族からの招待に応じたもので、基本的には家族会、救

、 。 、う会 拉致議連が主役です 調査会としての貢献は荒木が通訳として協力する程度ですが

高野大使との夕食会などもありますので、大使には全失踪者のデータを大使にお渡しし、

協力を要請する他、今後の調査会活動にかかわる準備活動をしてくる予定です。失踪者の

中には韓国で失踪した大政由美さんもおり、今後亡命者の証言などで新たな情報が入る可

能性も少なくありません。最先端にいるソウルの大使館がフルに動いてくれることを要請

してくる予定です。

■ 月 日に記者会見7 30
報道関係者各位

調査会では以下の要領で記者会見を行います。よろしくお願いします。

１、日時 月 日（水）午後 時～ 時7 30 2 3
、 （ ）２ 場所 友愛会館 階Ａ会議室 港区芝 ・都営地下鉄三田線芝公園駅下車 分1 2-20 2
３、会見内容

（１）これまでの調査についての報告

（２）追加の失踪者リスト発表（前回同様「特定失踪者」ではなく「失踪者」として

発表します。

（３）その他

。※ 日に兵庫で記者会見した金田龍光さんの件についても見解を明らかにする予定です22


